
詳しくは
中面へ

赤十字防災セミナー

災害への備え
講義で学ぶ防災のこと

災害エスノ
グラフィー

災害図上訓練

被災者の声から考える

地域の地図から考える
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災害が「大規模」になるほど
発災直後に外部からの支援で

防災セミナーで
「自助」と「共助」の
力を高めよう!

救える命は
少ない



地域コミュニティにおける「自助」や「共助」の力を高め、

自らのいのちを守り、大切な人が安心して過ごせる社会づくりを目指しています。

赤十字防災セミナー
出典：消防庁資料、内閣府及び国土交通省ホームページ（令和3年3月9日時点）

お問合せ先

対象者
場 所

災害への備え 災害エスノグラフィー 災害図上訓練

みなさんの地域に指導者がお伺いします。
内容についてはご相談ください。

ご希望のカリキュラムを選択し、
組み合わせることも可能です。

どなたでも申し込み可能
会場をご指定ください

過去の災害から得た教訓を踏まえ、
将来の大規模災害から人々のいのちを守るために

地域や事業所の研修に
赤十字防災セミナーを
活用してみませんか。

約60分 90～120分 90～120分

「自助」や「共助」の力を高め、人々のいのちを守りたい

M6.8 M7.3 M9.0
68人

約3兆円 約9.6兆円 約16.9兆円
6,437人 22,303人

マグニチュード

死者・行方不明者

被害総額

TEL086-221-9595
日本赤十字社岡山県支部 事業推進課

災害・防災についての考え方や地震・大雨災害など災害別の
想定被害等から、平時の備えの重要性を学びます。

大規模災害の被災者の経験談を通じて、災害を追体験するこ
とで被災時の具体的なイメージを理解します。

地域の防災マップの作成を通じて、防災上の資源や危険箇所等
を把握・理解し、個人や地域での防災対策の実施につなげます。

自助 ・・・

共助 ・・・

個人や家族で災害に備えて準備し、災害発生時に避難
するなど自主的に身の安全を守ること。

地域コミュニティなど周囲の人たちと協力して、みんな
で助け合うこと。

応急手当等
身近なものを用いた応急手当
（搬送含む）をはじめ、一次救
命処置（心肺蘇生、AEDを用
いた除細動）等を学びます。

1日平均
取扱患者数 108人 63人 13人

新潟県中越地震 阪神・淡路大震災 東日本大震災

日本赤十字社救護班の
初動2日間における1班あたり

過去の災害

災
害
の
規
模



ボランティアや
青少年の育成
1,017万円

献血や
社会福祉活動
272万5千円

歳出
2億9,410万
1千円

災害救護活動
4,784万円

救急法等の
講習普及促進
2,472万1千円

地域の
赤十字活動
3,800万円

活動資金の募集や
広報活動
5,292万1千円

国際活動や
本社で行う事業
3,759万5千円

活動の運営管理
8,012万9千円

令和4年度冬号

〒700-0823　岡山市北区丸の内二丁目7番20号
TEL 086-221-9595　https://www.jrc.or.jp/chapter/okayama/

TOPICS 1

TOPICS 2

災害時にひとりでも多くの命を救うため、日本赤十字社は災害に備える
ための活動「ACTION！防災・減災」を行っています。
「＃あなたの備えがみんなの備えに」キャンペーンは、ご家庭や職場で取
り組んでいる「災害への備え」をTwitter 上に投稿することで、多くの方
が防災について考え、話し合い、行動するきっかけとなることを期待した
キャンペーンです。
皆さまからの投稿をお待ちしています。

令和5年度 岡山県支部では、次の活動に重点的に取り組みます。

令和5年度 一般会計歳入歳出予算概算書

岡山県支部の事業にかかる歳入歳出予算をまとめたものです。

■災害救護体制の整備 ■防災・減災の知識・技術の普及促進 ■地域包括ケアの推進

「＃あなたの備えがみんなの備えに」キャンペーン
実施期間 令和5年3月1日～31日

※1投稿につき100円が賛同企業・団体様から日本赤十字社の活動資金として寄付されます。

●救護員育成のための研修の充実
●災害対応能力向上のための災害救護
用資器材倉庫の改修
●災害時に活動するボランティアを対象
とした研修体系の確立

●「赤十字防災セミナー」の地域コミュニ
ティ及び企業・法人等への普及
●「赤十字防災セミナー」実施体制強化の
ための指導者研修の開催

●ICTを活用した救急法等講習の推進
●他団体との連携による講習事業の推進
●健康生活支援講習等のボランティア指
導員の育成

日赤　防災・減災 検 索詳しくはこちらから→

TOPICS 1

資金繰入金・
資産収入
48万円

各種講習教本代等雑収入
887万円

歳入
2億9,410万
1千円

活動資金収入
2億5千万円本社交付金

収入
320万6千円

前年度繰越金
3,154万5千円


